
横浜天声キリスト教会　　週報　第 16巻 37号（No.605）　　2021年 9月 12日

　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　申命記 11:13-15　･････ 御言葉に耳を傾け心を主に向けましょう。

*賛美　･･････････････････ ３６番　天つ御使よ
*交読文　････････････････ １番
*使徒信条　･･････････････会衆一同
*頌栄　･･････････････････ １７１番　はとのごと降る
礼拝のための祈り　･･･････成田エクレシア：朴執事　天声：小林伝道師

賛美　･･････････････････ ４０２番　主が「進めよ」と

メッセージ　･･････････････ 祝福の約束を有効化させるために(ヨシュア記 8:30-35)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････ ４０９番　渇(かわ)きあえぐわが魂は
献金感謝の祈り　････････ パスター

報告　･･････････････････ 平日の夕礼拝の開始時間が変更になりました。旧：19:30　新：19:00

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同
*祝祷　･･････････････････ パスター

天声教会は

・御言葉なる主の御声を忠実に聞く教会。（ヨハネ 1:1、マタイ 3:17、17:5）
・主の御言葉を心で信じて義に至る教会。（ローマ 10:10）
・全能なる主の御言葉を口で告白し、救いに至る教会。（ローマ 10:10）
・受けた恵みを愛と忍耐をもって実践する教会。（第二テサロニケ 3:5）

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

　今日、＿＿に命じる戒めを、ことごとく守らなければならない。そうすれば＿＿は強くな

り、渡って行って取ろうとする地にはいって、それを取ることができ、かつ、主が先祖たち

に誓って彼らとその子孫とに与えようと言われた地、乳と蜜の流れる国において、長く生

きることができるであろう。＿＿が行って取ろうとする地は、＿＿が出てきたエジプトの地

のようではない。あそこでは、青物畑でするように、＿＿は種をまき、足でそれに水を注

いだ。しかし、＿＿が渡って行って取る地は、山と谷の多い地で、天から降る雨で潤っ

ている。その地は、あなたの神、主が顧みられる所で、年の始めから年の終りまで、あな

たの神、主の目が常にその上にある。もし、きょう、＿＿に命じるわたしの命令によく聞き

従って、＿＿の神、主を愛し、心をつくし、精神をつくして仕えるならば、主は＿＿の地

に雨を、秋の雨、春の雨ともに、時にしたがって降らせ、穀物と、ぶどう酒と、油を取り入

れさせ、また家畜のために野に草を生えさせられるであろう。

あなたは飽きるほど食べることができるであろう。（申命記 11:8-15）

メッセージ概要

　新しい祝福の領域へと入って行く書・ヨシュア記から養いを受けている。主の御言葉どおりに進み行くな

ら、今まで経験した事の無いような成功と勝利を経験して行くが、同時に、今まで経験しなかった誘惑も体

験する。私達はそれを今の内から想定し、滅びの道へと逸れないよう、気をつけるべき事を学んでいる。

　アイの町を攻め落とした彼らは、しなくてはならない事があった。それはモーセを通して予め示されてい

た事、すなわち、モレの樫の木の付近にあるゲリジム山に祝福を置き、エバル山に呪いを置く事だった。

　それが指示された申命記 11 章は、重要な約束と戒めが目白押しだ。すなわち、主の命令を全て守り行

うなら  強く  なり、乳と蜜の流れる地を所有する事ができ、そこで長生きできる。しかもその地は、エジプトのよ

うに、自分で種を蒔いたり水をやらなければならない地ではなく、主が求められる地、山と谷の地で、天の

雨で潤っており、年の初めから年の終わりまで絶えず主が目を留めておられる地である（同 8-12 節）。

　さらに続く節は、テフィリン本文の 4巻目・祝福の巻である。『もし今日、あなた方に命じるわたしの命令に

よく聞き従って、あなた方の神、主を愛し、心をつくし、精神をつくして仕えるならば、主はあなた方の地に

雨を、秋の雨、春の雨ともに、時にしたがって降らせ、穀物と、ぶどう酒と、油を取り入れさせ、また家畜の

ために野に草を生えさせられるであろう。あなたは飽きるほど食べる事ができるであろう。』(13-15 節)
　　これらの祝福が「有効化」されるために必要な「通過儀礼」が、今回の箇所である。まずはエバル山に

石を立て、石灰を塗り、  「御教え（トーラー）の全ての言葉」をはっきりと書き記す  事  である(申命記 27:2-4)。
石灰を塗るのは、目立つように、しるしとなるためだ。私達も、主が導き入れて下さる祝福の領域、祝福の

時期へと入ったなら、ますますはっきり、私達の  心の板に御言葉を書き記し  、テフィリンする  べきである。

　さらに命じられている事は、そこに石の祭壇を築いて全焼のいけにえを捧げ、また、和解のいけにえを捧

げてそれを食べ、主の前で喜びなさい、という事だ(同 5-7 節)。全焼のいけにえは神様に  対する全き服従・  

献身を表すものであり、和解のいけにえは、神との親しい交わりを願い、またそのような交わりが与えられて

いる事を感謝しつつ、神と、祭司と、奉献者との三者が、共に同じいけにえの動物を食べるものである。

　私達も、主にある新しい領域に入って行くなら、さらに私達自身を主に捧げ尽くす志を新たにし、そして、

神と祭司と私達の、三者共に、同じ犠牲の小羊、すなわちイエス・キリストを共にいただき、交わるのである。

　これらの事をする理由は、主  が約束された、  乳と蜜の流れる地に入る事ができるようになるため  、と書い

てある(同 3 節)。これをしていないなら、申命記 11 章で示された祝福  が有効化されていない状態  だが、行

うなら、ここで記された全ての祝福が「  有効化  」される  のだ。　今、私達は、祝福を有効化させる手続きは済

んでいるだろうか。御言葉を心に刻むために  テフィリン  しているだろうか。捧げ尽くす思い  を新たに  し、そし

て神と、現代の祭司と、聖徒の  交わり  において、共に主イエス・キリストを味わっている  だろうか。

　それらを捧げる祭壇は、主から命じられた通りに築かなくてはならず(ヨシュア 8:30-31)、その祭壇を構成

する石は、人が鉄器を当ててはならない。のみを当てると、祭壇を汚してしまうからだ(出エジプト 20:25)。　
　私達も、主への捧げものや礼拝において、自分の好き勝手という”鉄器”を当ててはならない。人間的な

思惑を一切排除した自然の石、すなわち、救いの岩なるキリストだけを、純粋に礼拝すべきだ。

　さらに、全イスラエルの内、6 部族が祝福  するためにゲリジム山に  立ち、他の 6 部族が呪い  のためにエバ  

ル山に立って、レビ人が１２の呪いの宣言をし、みんなでそれにアーメンの応答をしなければならない(申
命記 27:11-26)。これらの事をするのは、「イスラエルの民を祝福するため」と、33 節に書いてある。そこに

具体的に示された呪いの物事をしないためであり、つまり呪いの宣言は、裏を返せば、祝福の宣言なのだ。

　この場所・モレの樫の木の付近は、何百年も前、主が彼らの先祖・アブラハムに現れ、彼の子孫にこの地

を与える、と約束された場所であり、アブラハムが祭壇を築いて礼拝した場所であった（創世記 12:5-7）。
実に主は、何百年も前にアブラハムと交わした約束を、ヨシュアの時代のこの時、誠実に果たしたのだった。

　そこに至るまで、様々な紆余曲折はあったものの、主は何百年も、ことごとく真実を尽くし誠実だった。

人は、時に間違いを犯し、一時期、痛い思いをした事もあった。しかしそれで悔い改め、自分達から罪・汚

れを取り除いたなら、主は赦し、主の守りが戻って来た。御言葉を守り行ったなら、主が与えると約束され

た祝福を確かに受ける。しかし、守り行わないなら、祝福ではなく呪いを受け、祝福の約束は成就しない。

祝福と呪いを確認し、いつも主を恐れ、真心をもって仕え、祝福を受け継いでいく皆さんでありますように!



お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

主日礼拝（日曜）

日本語礼拝   賛美 10:30　礼拝 11:00
食事/フェローシップ 　      12:30～

English Service　　　          　　 14:00～
 ※月に一度、成田出張礼拝のためお休みします。

　　詳しくはお問い合わせ下さい。

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～

　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～

　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:00～

水曜礼拝

　1 部                                           　13:00～

　2 部                                           　19:00～

金曜祈祷会                                   19:00～

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　youtube.com/c/  横浜天声キリスト教会  

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6番 B出口を出てまっすぐ徒歩 5 分

JR・関内駅より徒歩 10 分

京急線・日ノ出町駅より徒歩 10 分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1Fがファミリーマートになっております。

第 16巻 37号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年 9月 12日

横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　パスター：　林和也　川合ゆきえ
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園 I-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voice.of.christ.yokohama/
email：　ephes_03-tensei＠yahoo.co.jp

聖書メッセージをメールで

お届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://voice.of.christ.yokohama/
http://youtube.com/c/%E6%A8%AA%E6%B5%9C%E5%A4%A9%E5%A3%B0%E3%82%AD%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88%E6%95%99%E4%BC%9A

